カーボンナノチューブ電極を用いた陽イオン界面活性剤共存下における吸着ボルタンメトリーの進展に関する研究 by Sultana Ayesha
                   あいしゃ するたな 
氏     名  Ayesha Sultana 
 
学 位 の 種 類  博  士（理学） 
 
学 位 記 番 号  富理工博乙第 34号 
 
学位授与年月日  平成 31年 3月 26日 
 
専  攻  名  地球生命環境科学専攻 
 
学位授与の要件  富山大学学位規則第 3 条第 4 項該当 
 
学位論文題目   Study on the progress of adsorptive voltammetry 
using carbon nanotube paste electrode in the 












































酸化させるための電位と，OTA と BSA との親和性に由来する二つの選択性を
同時に利用している点に特徴がある。また，この OTAの検出システムを，回転
ディスク電極を使用した液滴試料の対流ボルタンメトリーに応用し，更なる高
感度化と検出時間の短縮にも成功したことが記述されている。 
第 5 章では，同様の分析手法を，環境汚染に関わっている代表的な抗生物質
のひとつとして知られているテトラサイクリンの定量に応用することを目的と
した研究が論じられている。様々な分析条件を最適化した結果，複雑な前処理
をすることなく，粉ミルクに含まれるテトラサイクリンを定量可能な手法の確
立に成功した。 
第 6 章では，本研究で得られた成果が総括されており，当該研究の今後の発
展性が論じられている。 
以上，学位論文に記述されている研究成果を鑑み，当審査委員会は本論文が
博士（理学）の学位を授与するに値するものと認め，学位申請者を合格と判定
した。 
